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アカデミー開校式
3月12日に2023年度、第41期アカデミー開校式がおこなわれました。



第1委員会

第2委員会

大庭　崇亨君
北島　絹恵君
豊岡　五十鈴君
萩原　優典君

川島　幸平君
三宮　颯人君
田染　智絵君

今年度、ひびき青年会議所からは、第1委員会に大庭崇亨君、北島絹恵君、豊
岡五十鈴君、萩原優典君、第2委員会に川島幸平君、三宮颯人君、田染智絵君
の7名が出向いたしました。出向メンバーも開校式の前に委員会にも事前に出
ていて、開校式では、顔を合わせて話す度に、笑顔が多く見られる印象でし
た。　　　　　
開校式では、講演で2021年のJCI会頭になられた小嶋隆文先輩のお話しもあ
り、その中で「JCがある人生ではなく、人生の中にJCがある」という　言葉に
は会場にいる多くの方々に響くものがあったと思います。限られた人生の中で
この瞬間を大切に、全力で生きていくことの大切さなどアカデミーの方達もJC
での想いを感じ取れた１日でした。



第1エリア合同例会
3月15日に豊前で第1エリア合同例会が行われました。

ひびき青年会議所からは、会員開発委員会の田染委員長がこ
の日に向けて第1エリアのメンバーと共に設営してくれまし
た。合同例会は、コロナの影響で開催ができず、4年ぶりの
リアル開催となりました。合同例会に初めて出席するメンバ
ーも多く、他のLOMと関われる機会も段々と増えていきJCの
絆も体感できた例会でした。
合同例会では、ひびき青年会議所から大場　嵩士君のバッジ
授与がおこなわれ、改めてひびきJCの一員となりました。
監事総評では北出修一外部監事に来ていただき他のLOMの監
事と共に総評をいただきました。



3月度通常総会

3月17日になかまハーモニーホールでひびき青年会議所
3月度通常総会がおこなわれました。総務委員会の藤森
宏明委員長ををはじめとする委員の皆がこの日の為に議
案を制作し設営していただきました。総会では2022年度
事業報告書および決算書、2023年度の定款の変更が審議
され無事に可決することができました。
総会では、日本総会に出向しているメンバーもzoomで参
加し、リアル参加できないときでも参加しやすい環境も
多く取り入れていき、より多くのメンバーが出席するこ
とが期待できます。



日本出向者情報
日本に出向しているメンバー方達も
毎月ＬＯＭとともに頑張ってくれて
います。

ひびきの地でJC未来創造会議の会
議がおこなわれ、ひびき青年会議
所のメンバーも激励に訪れまし
た。JC未来創造会議には4名のメ
ンバーがひびきから出向しており
ます。

3月7日にJCI久留米で理念共感拡大グ
ランドデザインの説明がおこなわれま
した。ひびき青年会議所のメンバーで
ある行正祐太郎君が登壇しJCI久留米
のメンバーに拡大理念についてスピー
チされました。本人曰くとても緊張し
たと感想を言われていました。

河合祐一君 辻理事長
行正祐太郎

山本凌士　　

黒川凌雅



3月18.19日で福井にてJC教育推進委員会の委員会がおこなわれました。

25日に東京ビッグサイトにて日本総会がおこなわれました。総会では、予算
の決議がおこなわれました。

28日に会員会議所会議で
日本のPRの為ひびきから3名のメン
バーがかけつけてくれました。



‥‥‥‥予算・議案会議
‥‥‥‥福岡全国大会対話集会
　　　　㏌福岡国際会議場
‥‥‥‥4月度例会
‥‥‥‥JCI福岡７０周年記念式典　
‥‥‥‥エリア会議㏌北九州
‥‥‥‥防災井戸贈呈式　　　　　　　
‥‥‥‥4月度通常総会
‥‥‥‥JCI公認プログラム
‥‥‥‥第1エリア野球大会㏌豊前
‥‥‥‥理事会
‥‥‥‥会員会議所会議
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4⽉度活動    4⽉度活動    
スケジュールスケジュール

ことわざメモ
和を以て貴しとなす和を以て貴しとなす

  
  

「和をもって尊しとなす」は2つの意味を持つ言葉です。
■和を大切にしなさい
1つ目は「和を大切にしなさい」という意味です。お互いを尊重し、認め合って協力す
ることの大切さを表しています。怒らず争わず協力や協調することが尊いことだ、とい
う意味です。
■話し合いを大切にしなさい
2つ目は「話し合いを大切にしなさい」という意味です。争いを避けて和を大切にする
だけではなく、お互い妥協せずに納得するまで話し合うことの大切さを表しています。
自身の気持ちや感情を抑えてひたすら我慢したり、相手の気持ちや意見を無視したりす
ることは「和」ではありません。「和」は妥協や同調ではなく、理解しあって調和・協
調するという考え方です。

アカデミーに出向したひびき青年会議所の皆さんも一つのJCというきっかけで集まった
者同士、多くを語り理解しあえる「和」を築いていければと思います。


